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健康と自立への、
新しいアプローチ。
人工筋肉で「動ける体」へ

介護の現場で活躍中。
人の動作をサポートする
「マッスルスーツ®」

健康は、人の幸せに大きくかか
わる大切なテーマ。誰もが、心身
ともに健やかに生きられる社会を
実現するためには、「福祉」が必
要です。

福祉とは、ひとりひとりの幸せ
な暮らしを社会が援助するサービ
スのこと。たとえば、医療費の負
担を減らす健康保険は、誰にとっ
ても身近な福祉サービスでしょう。

このほか、今後需要が高まると
考えられている福祉サービスのひ
とつが、高齢者の介護サービスで
す。

工学部 機械工学科の小林研究
室では、介護の現場など、肉体労
働をサポートする技術として、
「マッスルスーツ®」の販売提供
を2014年から行っています。

「マッスルスーツ®」とは、ゴ
ムチューブ製の人工筋肉を取り付
けた、動作補助ウェアのこと。
介護の現場では、入浴の介助や車
いすの乗り降りなど、中腰になっ
て上体をかがめる姿勢が多くとら
れます。このとき、圧縮した空気
を送り込まれたゴムチューブが、
上体を起こす動作を力強くサポー
トしてくれるのです。

販売が始まってから、すでに約
4,000台にのぼる「マッスルスー
ツ®」が出荷され、多くの施設で
活躍しています。

自分の体を自分で動かせる技術が、
尊厳ある生き方を実現する

小林研究室では今、「アクティ
ブ歩行器」の提供を新たに進めて
います。

これは、ベッドに寝た状態から
自動で体を起こし、両足に装着し
た人工筋肉によって歩行をサポー
トするというもの。寝たきりの人
でも、自分の思い通りに体を動か
せるようになることを目的とした
装置です。

この装置によって、これまでは
不可能であったことが実現できる
ようになり、より幅広い普及を目
指して、今も臨床テストに基づい
た改良が続けられています。

自分で自分の体を動かせないと
いうことは、不便なばかりでなく、
心の負担も大きなもの。だからこ
そ、「自立した生活を送れる技術
を確立して、心身ともに満たされ
た、本当に健やかな生き方ができ
るように支援したい。」

その思いは、これまでにない技
術を生み出し、健康という大きな
テーマに次々と新たな追い風を吹
かせています。
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研究分野は、知能機械学・機械シス
テム (ロボット、画像解析、実用化)。
「マッスルスーツ®」「アクティブ歩行器」
など、人間の動作を支援する技術につ
いて研究を行っている。 https://www.tus.ac.jp
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